
Ｆ.事業所の防災・災
害対策

・千歳介護医療の連携の会の研修に参加
し
避難訓練や連絡網の整備をおこなっていく

・医療連携の会の研修には定期的に参加させて頂いている
・避難経路等の整備適時対応

・火災だけではなく、風水害の避難訓練もしたいです
ね

・研修は継続参加
・風水害の避難訓練の実施

Ｄ.地域に出向いて
本人の暮らしを支え
る取組み

・催しものがある時にはボランティアへの
依頼もしていく。、

・職員の知り合い等つてをたどってボランティアを依頼し出し物
や余興をお願いした。、

・特になし ・今後も継続して実施し利用者の楽しめるようしていく、

Ｅ.運営推進会議を
活かした取組み

・高等支援学校で制作物等の販売があり
利用者と買い物に行ける工夫をする
・高等支援学校の生徒さんの清掃実習は
今後予定、交流の場を持てるよう相談した
い

・販売への買い物参加は出来なかった
・清掃実習の受け入れを行い利用者との談話の場も設けること
が出来た。、

・学校のイベントやこちらのイベント時にボランティア
として
参加したいですね

・双方のイベント時に参加や余興の依頼をして行く。

Ｂ.事業所のしつら
え・環境

・外壁がピンクからベージュへ変更となる
為
　アピールする
・利用者の作成した飾りや写真を掲示して
いく

・運営推進会議でもアピール行い浸透を図っている、おおむね
周知出来ていると思われる。
・利用者作成の飾り等を掲示し明るい環境になっている。

・緑等の植物を多くしていってもいいですね ・利用者が主となって育てていけれる植物をふやしていく。

Ｃ.事業所と地域の
かかわり

・今後実施予定の避難訓練等で町内会へ
日程を連絡し協力のお願いをしていく。
・町内の夏祭りの「案内があり利用者ス
タッフで参加していく、

・町内会の参加をして頂き連携をはかり、避難訓練を実施
・夏祭りに参加させて頂いた、全利用者とはいかないがとても楽
しませて頂いた

・今年も参加お願い致します。
・避難訓練も今年も参加します。

・町内のお祭りに事業所としても参加出来ないか検討・

項目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取り組み・結果 意見 今回の改善計画

Ａ.事業所自己評価
の確認

・記入に時間がかかる為シートの再検討を
行う

・個人面談用シートを本社で常に改善し記載しやすいシートに変
更
　想いや考えをくみ取れるシートに変更して行っている

・特になし
・会社の理念や行動指針を用い職員が共有をして行き統一のと
れたサービスを提供できるようしにていく、
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利用者家族 地域包括支援センター 近隣事業所 事業所職員 その他 合計
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小規模多機能型居宅介護　「サービス評価」　総括表

法人名 株式会社　元気な介護 代表者 池田　元気
法人・事業所の特徴

私たちは、おひとりお一人のその人らしい「らしさ」を一番に考えています。
金銭面や病院から退院したけど、食事も作れない、そのような方もいました。
私たちは、当たり前の生活を支える事、特別ではなくて良いので普通の生活が出来る事、その暮らしの中で少しでも良いから楽し
みを見つけられ、その人らしく過ごして頂けるお手伝いが出来るよう心がけています。

事業所名 小規模多機能型ホーム　くらしさ千歳 管理者 伊勢　光明


